
      

①
政
友
み
ら
い 

②
葛
生
西
３-

１
２-
７ 

③(

85)

２
６
４
５ 

④
台
風
被
害
の
復
旧
、
復
興
、
被
災

者
支
援
を
進
め
、
安
心
、
安
全
な
住

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。 

 

終
息
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
大
変
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
々
に

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
受
け
ら
れ
る
事

を
願
う
と
共
に
、
体
調
の
変
化
や
異

常
を
感
じ
た
ら
早
急
に
検
査
を
願
い

ま
す
。 

 

今
年
も
人
づ
く
り
・
夢
の
も
て
る

街
づ
く
り
・
心
の
通
い
合
え
る
街
づ

く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
市
民
の
皆
様
と

共
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
せ
る
街

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

      

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
３
１-

３ 

③(

22)

６
０
１
７ 

④
昨
年
は
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災

害
の
復
旧
・
復
興
の
年
の
始
ま
り
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
で
、

本
市
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
本
年
も
そ
の
延
長
線
上

に
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
も
人
類
は
繰

り
返
さ
れ
る
試
練
に
耐
え
打
ち
勝
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
は
少
し
立
ち

止
ま
り
、
歩
む
道
は
多
少
違
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
先
に
は
新
た

な
未
来
へ
の
道
が
拓
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
達
が
慌
て
ず
ゆ
っ
く
り

と
、
そ
し
て
確
実
に
、
明
日
に
向
か

っ
て
歩
み
続
け
る
こ
と
に
期
待
し
ま

す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
堀
米
町
８
１-

７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
東
日
本
台
風
に
よ
る
被
災
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全
国
的
な
蔓
延

と
異
常
事
態
に
対
し
、
復
興
に
努
め

感
染
症
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
満
足
度
や
幸
福
度
を
向
上

さ
せ
、
次
世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
繋

い
で
い
く
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
子

育
て
環
境
の
整
備
、
高
齢
社
会
に
対

応
す
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
安
心
安

全
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
産
業
振
興
、

移
住
・
定
住
の
推
進
を
図
り
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
投
球
致
し

ま
す
。 

山菅 直己 

篠原 一世 
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